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近年、様々な材料を“インク”に電子回路や

ナノ構造等を自在にプリントするプリンタブ

ルテクノロジーの実現に注目が集まってきて

いる。特に、磁性ナノ粒子をインクに用いるこ

とができれば、無機材料のもつ磁性特性をプリ

ンタブルに実現することができる。 

無機材料であるナノ粒子をプリンタブルテ

クノロジーへ導入するにあたって、次のような

プロセスを確立させる必要がある。 

１）ナノ粒子を溶媒中に高濃度に分散させる。 

２）基板上でナノ粒子を Self-assemblyさせる。 

３）ナノ粒子を基板に固定化させ、単層化ある

いは大面積で均一な吸着構造の形成。 

これまで、我々は CeO2ナノ粒子を溶媒中で

高濃度に分散させるために、超臨界水中におい

て、合成中に有機分子をナノ粒子表面に修飾さ

せることに成功し、1 合成されたナノ粒子を基

板に固定化させるために、基板を予め有機修飾

させることで、基板と修飾ナノ粒子とを化学結

合させることに成功している。2,3 これにより、

CeO2ナノ粒子の単層吸着制御が可能となった。 

本研究では、有機修飾 Fe3O4 ナノ粒子を有

機溶媒中で合成し、基板上での単層吸着制御を

試みた。（図１）CeO2 ナノ粒子との間で見ら

れた基板との化学結合が Fe3O4 ナノ粒子との

間においても起こっていることが確認できた。

また、単層吸着制御した Fe3O4 ナノ粒子の磁

気光学カー効果を測定した。（図 2）基板上の

巨視的に離れた場所においても同程度のカー

回転が観察されていることから、Fe3O4ナノ粒

子が巨視的なスケールで単層吸着しているこ

とが分かった。 

この結果は、基板を修飾することによる単層

吸着技術が、他の金属酸化物にも適用できる可

能性を示唆しており、今後、ナノ粒子を自在に

プリントする技術につながるものと考える。 
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図図 1 単層制御された Fe3O4 ナノ粒子薄膜の

断面 TEM 像 

 

 図 2 Fe3O4 ナノ粒子薄膜のMO カー回転 
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